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毛呂山町保健センター
（川角305番地1）
ｔ049−294−5511ｆ049−295−5850

保健センターから
のお知らせ

＝毛呂山町健康マイレージ事業対象事業

毎
年
、
９
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で

を
「
自
殺
予
防
週
間
」
と
し
て
、

国
、
地
方
自
治
体
が
連
携
し
て
幅

広
い
国
民
参
加
に
よ
る
啓
発
活
動

を
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

自
死
は
自
由
な
意
思
や
選
択
の
結

果
で
は
な
く
、
健
康
問
題
、
経
済

・
生
活
問
題
な
ど
の
様
々
な
要
因

が
複
雑
に
関
係
し
心
理
的
に
追
い

込
ま
れ
た
末
の
死
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
う
つ
病
な
ど
こ
こ
ろ
の
健

康
問
題
が
大
き
く
関
係
し
て
い
ま

す
。
う
つ
病
に
つ
い
て
正
し
く
理

解
し
、
早
く
気
づ
き
、
適
切
な
治

療
に
つ
な
ぐ
こ
と
は
、
自
死
を
防

ぐ
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

「
自
殺
予
防
週
間
」
で
す

Ｂ
型
肝
炎
・
Ｃ
型
肝
炎
に
感
染
し

た
こ
と
に
気
づ
か
ず
そ
の
ま
ま
に

し
て
い
る
と
、
慢
性
肝
炎
や
肝か

ん
硬こ

う

変へ
ん

・
肝
臓
が
ん
に
進
行
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
今
ま
で
に
検
診
を

受
け
た
こ
と
が
な
い
人
は
、
ぜ
ひ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

㊐　
10
月
29
日
金　

午
前
か
ら

※
詳
し
い
時
間
は
申
し
込
み
時
に

お
伝
え
し
ま
す
。

場　
中
央
公
民
館

　
血
液
検
査
（
Ｂ
型
肝
炎
・
Ｃ

型
肝
炎
）

対　
40
歳
以
上
（
令
和
４
年
３
月

31
日
ま
で
に
40
歳
に
な
る
人
を

含
む
）
で
、
以
下
の
い
ず
れ
に

も
該
当
し
な
い
人

・
過
去
に
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を

受
け
た
こ
と
が
あ
る
人

・
Ｃ
型
肝
炎
の
治
療
を
受
け
た
こ

と
が
あ
る
人
ま
た
は
現
在
も
受

け
て
い
る
人

・
Ｂ
型
肝
炎
の
治
療
を
受
け
て
い

る
人

・
大
き
な
手
術
（
開か

い

胸き
ょ
う

手
術
、

開
腹
手
術
な
ど
）
を
受
け
た
こ

と
が
あ
る
人

・
妊
娠
、
分ぶ

ん
娩べ

ん
時
に
多
量
に
出
血

し
た
こ
と
が
あ
り
、
定
期
的
に

肝
機
能
検
査
を
受
け
て
い
る
人

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

み
ん
な
で
ス
ト
レ
ッ
チ
を
し
な
が

ら
、
す
っ
き
り
と
心
地
よ
い
汗
を

流
し
ま
す
。
運
動
開
始
前
に
健
康

長
寿
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
行

い
ま
す
。
心
も
身
体
も
す
っ
き
り

す
る
教
室
で
す
。
毎
回
ご
好
評
い

た
だ
き
早
期
に
予
約
が
埋
ま
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
お
早
め
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

㊐　
10
月
13
日
水　

　
　
午
後
１
時
～
３
時

場　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
ス
ト
レ
ッ
チ
、
簡
単
な
エ
ク

サ
サ
イ
ズ
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
な
ど

対　
町
内
在
住
で
40
歳
以
上
の
人

定　
10
人
（
先
着
順
）

講
師　
遠
藤
良
江
さ
ん
（
健
康
運

動
指
導
士
）

料　
無
料

　
筆
記
用
具
、
飲
み
物
、
タ
オ

ル
※
運
動
で
き
る
服
装
・
靴
で
お
越

身
体
す
っ
き
り
！

運
動
教
室

定　
10
人
（
先
着
順
）

料　
無
料

申　
９
月
９
日
木
か
ら
10
月
15
日

金
ま
で
に
保
健
セ
ン
タ
ー
で
受

付
（
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
可
）。

が
ん
を
知
れ
ば
健
康
長
寿
の
ヒ
ン

ト
が
必
ず
あ
り
ま
す
。
今
、
知
っ

て
お
き
た
い
最
新
情
報
や
基
礎
知

識
を
専
門
の
医
師
が
丁
寧
に
解
説

し
ま
す
。
座
席
に
限
り
が
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

㊐　
10
月
19
日
火　

　
　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

場　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
肺
が
ん
の
基
礎
知
識
、
最
新

知
識
と
予
防
に
つ
い
て

対　
町
内
在
住
の
人

定　
15
人
（
先
着
順
）

講
師　
今
井
久
雄
さ
ん
（
埼
玉
医

科
大
学
国
際
医
療
セ
ン
タ
ー
呼

吸
器
内
科
准
教
授
）　

料　
無
料

　
筆
記
用
具

※
感
染
対
策
と
し
て
マ
ス
ク
の
着

用
を
お
願
い
し
ま
す
。
状
況
に
よ

り
急

き
ゅ
う

遽き
ょ

中
止
と
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

申　
９
月
８
日
水
か
ら
保
健
セ
ン

タ
ー
で
受
付
ま
す（
電
話
可
）。 

が
ん
予
防
か
ら
学
ぶ
健
康

長
寿
！
肺
が
ん
予
防
教
室

し
く
だ
さ
い
。

申　
９
月
６
日
月
か
ら
保
健
セ
ン

タ
ー
で
受
付
ま
す（
電
話
可
）。



※新型コロナウイルス感染拡大防止のため変更・中止となる可能性があります。
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町の無料相談
相談種類 日にち 時間 相談場所 申込み・問合せ

法律相談
弁護士 ９/14（火）、９/27（月）

10/12（火）、10/25（月） 13 :30～16 :00 役場会議室　 役場総務課ｔ 313（要予約）

行政書士 ９/15（水）、10/20（水） 10 :00～15 :00 役場会議室 役場総務課ｔ 313
人権・行政相談 ９/９（木）、10/14（木） 13 :30～16 :00 役場会議室 役場総務課ｔ 313

成人健康相談
９/２（木） 10:00～11 :30 保健センター

保健センターｔ294−5511
10/８（金） 10:00～11 :30 役場1階町民ホール

電話健康相談 平日 9:00～17 :00 保健センターｔ294−5511
育児ほっと相談室 ９/21（火）、10/20（水） 10 :00～11 :00 児童館内子育て支援室 保健センターｔ294−5511

もの忘れ相談会 毎月第３木曜日 10:00～12 :00 中央公民館 地域包括支援センター
ｔ295−2112 127・128

子育て相談
なんでも話してみよう

９/17（金）、10/15（金）
10 :00～11 :00

役場相談室 子育て支援センター
ｔ294−4820（要予約）９/３（金）、10/１（金） 子育て支援センター

教育相談 平日 10:00～16 :30 教育センターｔ295−2525（電話相談可）
心配ごと相談 毎月第２・４水曜日 10:00～12 :00 社会福祉協議会（ウィズもろやま内）ｔ295−3111
消費生活相談 毎週月・火曜日 10:00～15 :00 役場相談室 役場産業振興課ｔ 214
生活困窮者自立相談
※生活保護受給者以外 平日 8:30～17 :00 アスポート相談支援センター埼玉西部毛呂山出張所

（ウィズもろやま内）ｔ080−2274−1445

  

鎌倉街道と渡
と

河
か

点
てん

の

歴史あれこれ　

その３～越
おっぺ

辺川
がわ

編～

歴史散歩
第327回

　

高こ

麗ま

川が
わ

、
葛く

ず

川が
わ

を
経
て
鎌
倉
街
道
上

か
み
つ

道み
ち

を
北
上

す
る
と
越
辺
川
に
差
し
掛
か
り
ま
す
。
今
回
は
越
辺

川
渡
河
点
に
あ
っ
た
宿
場
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

中
世
の
鎌
倉
街
道
上
道
に
は
河
川
の
渡
河
点
付
近

に
宿
場
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。入い
る

間ま

川が
わ

宿じ
ゅ
く（
狭
山
市
）、

大お
お

蔵く
ら

宿じ
ゅ
く（

嵐
山
町
）、
奈な

良ら

梨な
し

宿じ
ゅ
く（

小
川
町
）、
塚つ

か

田だ

宿じ
ゅ
く（

寄
居
町
）
等
で
す
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
に
苦に

が

林ば
や
し

宿じ
ゅ
くと

い
う
宿
場
が
あ
っ
た
こ
と
が
中
世
の
古
文

書
で
判
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
古
文
書
は
、
熊く
ま

野の

那な

智ち

大た
い

社し
ゃ

（
和
歌
山
県
）
の
永え

い

徳と
く

２
年
（
１
３
８
２
）
の

資
料
で
、
武む
さ
し
の
く
に

蔵
国
苦
林
宿
に
大た

い

夫ふ

阿あ

闍じ
ゃ

梨り

と
伊い

勢せ

阿あ

闍じ
ゃ

梨り

と
い
う
熊く

ま

野の

詣も
う
での
案
内
を
す
る
修し

ゅ

験げ
ん

者じ
ゃ

が
い
た

こ
と
も
判
り
ま
し
た
。

　

当
時
の
修
験
者
は
移
動
と
情
報
収
集
に
長た

け
、
宿

場
や
市
場
に
市い
ち

神が
み

様さ
ま

を
勧か

ん

請じ
ょ
うす
る
な
ど
流
通
に
も
深

い
関
わ
り
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
か
ら
30
年
ほ
ど
前
の
平
成
２
年（
１
９
９
０
）、

埼
玉
県
立
毛
呂
山
特
別
支
援
学
校
建
設
前
に
川
角
の

鎌
倉
街
道
上
道
近
く
で
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
発
見
さ
れ
た
集
落
跡
は
、
街
道
に
平
行
・
直
行

す
る
一
辺
40
～
50
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
溝
で
屋
敷
地
が

区
画
さ
れ
、
多
数
の
建
物
の
柱
跡
や
井
戸
跡
、
共
同

墓
地
や
火
葬
の
跡
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
遺
跡
は
鎌

倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
の
大
集
落
だ
っ
た
こ
と
が
判

り
、
堂ど
う

山や
ま

下し
た

遺い

跡せ
き

と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
平
成
４

年
（
１
９
９
２
）
に
大
類
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
部
分
で

も
調
査
が
行
わ
れ
、
大
規
模
な
集
落
が
鎌
倉
街
道
上

道
の
両
側
に
広
が
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。

　

堂
山
下
遺
跡
は
青せ
い

磁じ

等
の
中
国
大
陸
で
作
ら
れ
た

焼
き
物
や
常と
こ

滑な
め

焼や
き

、
瀬
戸
焼
、
渥あ

つ

美み

焼や
き

と
い
っ
た
東

海
地
方
で
作
ら
れ
た
陶
器
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
、

中
世
都
市
鎌
倉
や
物
流
の
拠
点
だ
っ
た
遺
跡
か
ら
発

見
さ
れ
る
石
鍋
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
等
、
農
村
と

は
異
な
る
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。
鎌
倉
街
道
上
道

の
河
川
渡
河
点
付
近
は
人
や
物
資
が
集
ま
り
や
す
い

場
所
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
出
土
品
の
傾
向
と
年
代
、
熊
野
那
智

大
社
の
古
文
書
の
年
代
、
越
辺
川
渡
河
点
の
立
地
条

件
等
か
ら
堂
山
下
遺
跡
は
苦
林
宿
だ
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。幕
末
に
作
ら
れ
た
大
類
村
絵
図
に
は
、鎌
倉

街
道
上
道
沿
い
の
堂
山
下
遺
跡
の
場
所
に「
本
宿
」の

地
名
が
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
苦
林
宿
は
西に
し

隣ど
な
りの
崇す

う

徳と
く

寺じ

跡あ
と

と
と

も
に
15
世
紀
末
か
ら

16
世
紀
初
頭
で
廃
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
が
、
様
々
な
資
料

が
消
え
た
宿
場
の
記

録
を
伝
え
て
い
ま
す
。

堂山下遺跡で発見された石組井戸


